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高等教育における地域学習とキャリア教育
−その教育理念及び研究と検証の方法−
西　田　直　樹＊
１　はじめに
　内閣府が、本年（2014年）10月18日に発表した世論調査では、人口の東京一極集中に対
して48.3％が望ましくないと回答した。地方の人口減少に対する不安も広がっており、居
住地の将来に「不安」または「どちらかといえば不安」という回答は合わせて46.8％に上っ
た。特に町村レベルの自治体においては、「不安」または「どちらかといえば不安」とい
う回答は58.0％であった。その理由（複数回答）の第一位は「地域を支える担い手の不足」
（55.7％）である。地方の小さな自治体に住む人々の地域の将来に対する不安は、極めて
高いという事を物語るデータといえよう。
　今後、地方大学には地域活性化を下支えする人材育成が求められる事が予想される。来
年度（平成27年度）開設の高知大学地域協働学部は好例といえよう。ただし、現在の日本
は、少子化が急激に進んでいる。2018年頃からは18歳人口が再び減少する。18歳人口減少
の影響は、地方大学ほど強く受ける事が予想されている。地域活性化をめざす学部の開設
と、定員充足（志願者確保）が単純に結びつくというのは、いささか楽観的なように思える。
　ただ、地方の大学が地方の衰退を傍観する事も、また許されない事であろう。地方大学
には多くの地元出身の学生が在学している。ある意味で地域（ここでは「地元」とほぼ同
義）の将来を担う人材が多く在学している大学が、この時代に果たすべき役割というもの
があるはずである。無論それには多くの選択肢があろうが、私自身は、地元出身の学生に
大学生の視点で地域の魅力を学ぶ機会を提供する事を選び、「とちぎ学　総論」という授
業を学生たちに提供するという形で取り組んでいる。
　本稿における「とちぎ学」とは、若い世代の人々が、「郷土である栃木県の魅力」につ
いて学び、知り、活かしていくための学習プログラムの総称である。作新学院大学では、
2010年度より「共通教育科目」という区分の授業として実施している。なお、私が担当し
ている「とちぎ学　総論」は、栃木県の歴史や文化、産業、県民生活などの地域学習的要
素を主たる内容としている。（具体的な授業の内容は、次項の『２「とちぎ学　総論」に
おける地域学習　１）「とちぎ学」について』に示した。）
　「とちぎ学　総論」の講義を受講した学生は、必ず「○○について初めて知った。」「自
分は栃木県で生まれたが、栃木県について何も知らなかった。」「栃木県は奥が深い。」等
116
の感想を述べる。考えてみれば、彼らは小学校の３・４年生の社会科の郷土学習（市町村
や都道府県についての学習）を受けて以来、郷土に対する組織だった授業を受けて来なかっ
たのである。これから社会人として地域社会の中で共生して行こうとする本学の学生たち
に対して、栃木県（郷土）について組織だった知識やその活用方法を教える事は、「地域
に根ざし、地域と共に歩む作新学院大学」にとって重要な教育である。同時に、学生自身
も地域（栃木県）について学ぶ事を楽しんでおり、「とちぎ学　総論」のニーズは高いと
言える。
　本稿では、「とちぎ学　総論」を通して、高等教育における地域学習と、その先にめざ
すべきキャリア教育について考察する。
２　「とちぎ学　総論」における地域学習
１）「とちぎ学」について
　本稿においては、「とちぎ学」を「高等教育機関において行われる地域学習プログラム」
と定義する。勿論、その学習方法（授業形態）については教室での授業という形式にとど
まらず、フィールドワークや演習形式という事も可能である。ただ、現在作新学院大学に
おいて私が担当している「とちぎ学　総論」は、教室での授業という形式を採っている。
ただし、教室内にいる学生が地域社会について深い実感を持って理解できるように、現役
ビジネスパーソンを「ゲストティーチャー」として迎えるといった工夫を加えている。作
新学院大学の「とちぎ学　総論」の内容は、以下の表に示す通りである。
　このように、「とちぎ学　総論」の学習プログラムは栃木県の産業、生活、歴史といっ
回数 授業テーマ
第１回 作新学院大学の建学の精神について
第２回 栃木県の高等教育について
第３回 私にとっての○○○
第４回 「名物」から考える○○○
第５回 郷土史から考える○○○
第６回 歴史でふりかえる栃木県（古代~中世）
第７回 歴史でふりかえる栃木県（江戸時代~明治維新）
第８回 歴史でふりかえる栃木県（明治時代~現代）
第９回 知っておきたい宇都宮市のあゆみと未来
第10回 清原キャンパスでタイムトリップ
第11回 「北関東」の中の栃木県
第12回 就職活動前に栃木県の産業について学ぶ
第13回 住環境から考える栃木県のライフスタイル
第14回 食生活から考える
第15回 私が考える栃木県の未来
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た幅広い事柄を、大学生の視点から学ぶものである。つまり「人文地理的視点から栃木県
を学ぶ学習プログラム」である。
　地域学（あるいは「とちぎ学」）というと、郷土史学習と捉える人が少なくない。実際
に郷土史に興味をお持ちの数名の方がこの教育プログラム作りに協力して下さっている。
確かに地域学において郷土史は重要な位置を占めている。何らかの「歴史軸」を持つこと
無く「とちぎ学」の学習プログラムを構築する事は困難である。しかし郷土史に偏った
学習プログラムは、学生の学習意欲の低下を招く危険性をはらんでいる。実例をあげれば、
本学の学生の中には「奈良時代」「平安時代」「鎌倉時代」「室町時代」「安土桃山時代」「江
戸時代」という時代呼称を年代の古い順に正確に並べる事ができない学生がいた。これは
決して本学だけの問題では無いだろう。歴史に対する興味関心の薄い受講生に対して、こ
れまで教科書で学んだ事も無い先人顕彰的な郷土史教育を行っても効果は薄いものであろ
う。「とちぎ学」は、あくまでも「教育プログラム」である。したがって、授業の内容構
成を考えるにあったては、受講生への深い理解と教育成果を上げるという教師側の意識が
重要なのである。
　一方で、このプログラムには、栃木県の自然科学的な視点（生物学・地質学等から栃木
県を学ぶ視点）が決定的に欠けている。この点は、担当者の専門性の限界も大いに影響し
ており、今後改善の余地のある部分でもある。なお、前述の「ゲストティーチャー」が担
当する回は第12・13・14回である。第12回は産業カウンセラーの方、第13回は総合住宅会
社社員の方、第14回は農業団体職員の方である。
２）高等教育における地域学習の意味
　それでは、なぜ高等教育機関（つまり大学）において地域学習を実施する必要性がある
のだろうか。「とちぎ学　総論」のねらいは、以下の通りである。
　一つには、『栃木県について学ぶことで、栃木県への愛着を深める。同時に、栃木県の
魅力を県内外の人に伝えることができる人間に成長する。』というねらいが存在する。今
一つには、『「とちぎ学」の学習成果（知識）を自らのコミュニケーションツールとして生
活や仕事に活かせる人間に成長する。』というねらいが存在する。
　これらの「ねらい」の中で、前者は比較的教育成果が出やすく、効果の検証も容易であ
る（例えば、授業アンケートや期末のレポートにおいて、効果を検証する事が可能である。）。
後者のねらいについては、学生が卒業後において実感する部分が多く、この効果を検証す
る場合には卒業後に追跡調査を行う必要も生じて来るだろう。現段階においてそのような
調査の準備は無いが、今後の課題としてその調査方法を具体的に考えて行く必要があろう。
　いずれにしても、高等教育機関において教育を受ける学生たちは、数年後には社会人と
して実社会での生活が待っているのである。そして本学に限らず、地方大学の学生の多く
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が地元（あるいはその周辺地域）において就職をする。社会人としての生活の場が地元（現
在の生活地域）となるのである。このような環境にある学生たちに、高等教育機関が地域
学習の機会を提供する事は、学生の卒業後の人生を考えればなおさらに意味のある事であ
る。実際、本学における「とちぎ学　総論」の受講学生は、小学校の３～４年生の社会科
における地域学習以降、まとまった形での地域学習の経験は乏しいのである。中には、小
学校３～４年の社会科における地域学習の体験自体を忘れてしまっている学生も存在する。
３）アンケート調査から見えて来る地域学習の経験
　それでは、「とちぎ学　総論」の受講学生は、どのような地域学習の経験を持っている
のだろうか（あるいは、地域学習の経験をどのように記憶しているか。）。「とちぎ学　総論」
の10月23日の出席者35名を対象に、アンケートを行った。
　まずはじめに、小学校３年生での地域学習の経験の有無（記憶の有無）について質問を
した。
　小学校の３年生において80％の受講学生が地域学習を経験した事を覚えており、「はい」
と答えた。一方で20％の受講学生が地域学習の経験をしていなかったり覚えておらず、「い
いえ」と答えた。
　次に、小学校４年生での地域学習の経験の有無（記憶の有無）について質問した。
　小学校の４年生の段階では、60％の受講学生が地域学習を経験した事を覚えており、「は
い」と答えた。一方で40％の受講学生が地域学習の経験をしていなかったり覚えておらず、
「いいえ」と答えた。
　小学校における社会科の地域学習は３年生・４年生の双方で行われているが、受講学生
の意識（あるいは記憶）では３年生で行った市町村についての授業の方が多く記憶されて
いると解釈できる。３年生と４年生の比較を行えば「はい」が20ポイントの減少。「いいえ」
が20ポイントの増加という結果が出ているのである。
　次に、中学校での地域学習の経験について質問した。
（質問）小学校の３年生で、自分の住んでいる市町村について授業で勉強しましたか。
　　　　　・はい　28名（80％）　　　　　　　・いいえ　７名（20％）
（質問）小学校の４年生で、自分の住んでいる都道府県について授業で勉強しましたか。
　　　　　・はい　21名（60％）　　　　　　　・いいえ　14名（40％）
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　中学校での地域学習経験は、さらに低下していた。「はい」と答えた受講学生は37%で、「い
いえ」と答えた学生は63％だった。小学校４年生と比較すれば「はい」で23ポイントの減
少、「いいえ」は23ポイントの増加である。一方で、今回のアンケートでは、中学校にお
いて地域学習が全く行われていない訳では無いという実態も見出す事ができた。それでは、
ここで「はい」と答えた受講学生は、中学校時においてどのような地域学習を経験してい
るのであろうか。上記の質問に付帯する形「それはどのような勉強でしたか～」という質
問を行ったが、その回答を大別すると以下のように分類できた。
（ア）地域の歴史についての学習	��「日光を対象として郷土史学習」「旧藩名の調査」「徳
川家康と日光についての学習」「市内の史跡や歴史
的建造物をめぐる学習」など
（イ）地域の文化についての学習	��「方言についての学習」「年中行事についての学習」
「郷土料理についての学習」など
（ウ）地域の地理についての学習	��「市町村合併について」「県内の地名を覚える。」「地
域の特産品」「地域の地形についての学習」など
（エ）その他	�����������「東京との比較によって自分たちの地域を理解する
学習」「日光の温泉成分について学ぶ学習」
　最後に高等学校での地域学習の経験について質問した。
　高校において地域学習を経験（記憶）している受講学生は極めて少ない状態だった。学
習内容については、地域の人口や観光資源、食文化という内容を挙げている学生が多かっ
たが、栃木県外の学生ではあるが、県に関する教科書のようなまとめ資料が配付され、そ
れを使った学習が行われたと回答した受講学生がいた。
４）キャリア教育の視点から見た「とちぎ学」
　「とちぎ学」のねらいの一つに、『「とちぎ学」の学習成果（知識）を自らのコミュニケー
（質問）	中学校で、自分の住んでいる地域（市町村や都道府県どちらでも良いです。）について
授業で勉強しましたか。
　　　　　・はい　13名（37％）　　　　　　　・いいえ　22名（63％）
（質問）	高校で、自分の住んでいる地域（市町村や都道府県どちらでも良いです。）について授
業で勉強しましたか。
　　　　　・はい　３名（９％）　　　　　　　・いいえ　32名（91％）
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ションツールとして生活や仕事に活かせる人間に成長する。』というものがある。これは
高等教育機関におけるキャリア教育を意識したものである。
　個人的嗜好が肯定された時代（ある意味で「脱マスプロダクション時代」）という時代
に生きてきた現在の大学生の世代に行っている私たち高等教育機関の教員は、学生たちが
社会人として職場や地域で良好な人間関係を構築できる豊かなコミュニケーション能力を
育てなければならない。
　学生たちが、卒業後に社会人として地域社会や職場で孤立する事なく生活して行けるた
めに何ができるのか。私は、「とちぎ学」には「キャリア教育」という視点も大切である
と考えている。地域の事を深く学び、地域に対する愛着を持つ事ができれば、おそらく地
域における良好な人間関係を獲得する事ができるだろう。また、良好な人間関係は、地元
と言われる地域においてだけ役立つわけでは無い。例えば、栃木県で地域について深く学
び地域に愛着を持てる経験をした学生は、他の地域に移っても、その地域を深く学び、そ
の地域の良さを知り、その地域に愛着を持つ事ができれば、その地域の人々と良好な人間
関係を構築する事が可能なはずである。
　「とちぎ学」（地域学）を学ぶことによって、もし「どんな所へ行っても、自分は働いて
行ける。」という自信（または方法論）を持つことができた学生は、かなり楽観的に自分
の将来を考え選択して行く事ができるのではないだろうか。そういった意味で私は、「と
ちぎ学」（地域学）は、「キャリア教育」の基盤を固める教育の一つであると考えているの
である。
３　「とちぎ学　総論」受講生のキャリア意識
１）アンケート調査について
　前章において述べたように、「とちぎ学」は「キャリア教育」と密接な関係を持つこと
が重要である。それでは、「とちぎ学　総論」の受講学生は、どのようなキャリア意識を
持っているのだろうか。試みに、「とちぎ学　総論」の授業の中で、アンケート調査を行っ
た。アンケートの概要は、以下の通りである。
（１）調査方法��授業時間に行う振り返りの小テストの中に「あなたの正直な考えを聞
かせて下さい。」大問に続く形で５つの質問をした。（質問の内容につ
いては、後述する。）回答は自由記述で答えるスタイルを採った。
（２）調査目的��「とちぎ学　総論」のを選択して受講している学生のキャリア意識を
調査する事が第一の目的である。なお、この調査は今後作新学院大学
におけるキャリア教育の理念と方法論を確立するための基礎的な調査
と位置付けている。今後は、全学的な調査を実施する可能性もある。
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（３）調査対象者�10月16日に「とちぎ学　総論」の授業に出席した作新学院大学　経営
学部・人間文化学部の学生（32名　うち　1年生29名　２年生１名　４
年生２名）（註１）
（４）その他���①調査対象者の地域的属性については、県内が25名（78％）で県外が
７名（22％）だった。
②アンケートでは、できるだけ学生の本音を引き出すために、「はい」「い
いえ」や「強く思う」「やや思う」「どちらとも言えない」「あまり思
わない」「全く思わない」といった選択肢を提示する方法は用いなかっ
た。自由記述欄のカッコを設けて学生自身の言葉で意見を書いても
らい、私が回答の分類を行った。客観性を担保するために本稿末尾
に資料として、学生の回答をそのまま示すこととする。
（５）アンケートの質問内容��アンケートの質問は５問。質問文は、以下の通りである。
３　あなたの正直な考えを聞かせて下さい。
①　あなたは、あなたの地元（実家のあるまち）ではたらきたいと思いますか。
②　あなたは、50歳の時、あなたの地元（実家のあるまち）で働いていると思いますか。
③　将来、地元の「名物」をつくる仕事や、伝統産業（木工や紙すき、染色、陶器づ
くりなど）に就きたいと思いますか。
④　あなたが将来就きたい仕事は何ですか。
⑤　「地元就職」（地元で働く事）について、どう思いますか。地元で働きたいですか。
よその土地ではたらきたいですか。正直な考えを聞かせて下さい。
（６）アンケートの結果
　「①　あなたは、あなたの地元（実家のあるまち）ではたらきたいと思いますか。」と
いう質問に対する回答は、全32名のうちYesが20名でNoが12名、わからないが１名だった。
栃木県内の学生25名ではYesが14名でNoが11名、わからないが１名だった。栃木県外の学
生７名の場合にはYesが６名でNoが１名だった。
　「②　あなたは、50歳の時、あなたの地元（実家のあるまち）で働いていると思いますか。」
という質問に対する回答は、全32名のうちYesが12名でNoが13名、わからないが７名だっ
た。県内学生の25名の回答は、Yes	が９名、Noが11名、わからないが５名だった。県外
学生の７名の回答は、Yesは３名、Noが11名、わからないが５名だった。
　「③　将来、地元の「名物」をつくる仕事や、伝統産業（木工や紙すき、染色、陶器づ
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くりなど）に就きたいと思いますか。」という質問に対する回答は、全32名のうちYesが
２名、Noが28名、わからないが２名だった。県内学生25名の回答はYesが１名、Noが21名、
わからないが２名だった。県外学生７名の回答は、Yesが１名、Noが６名だった。
　「④　あなたが将来就きたい仕事は何ですか。」という質問に対して、全32名のうち明確
な進路を答えられた学生は22名だった。一方未定と答えた学生は10名だった。県内学生25
名について見ると、明確な進路を答えられた学生は17名。未定と答えた学生は８名だった。
県外学生７名については明確な進路を答えられた学生は５名。未定と答えた学生は２名
だった。なお、就きたい仕事の中身は様々であるが、公務員が５名、スポーツ関係の仕事
が５名は目立っていた。
　「⑤　「地元就職」（地元で働く事）について、どう思いますか。地元で働きたいですか。
よその土地ではたらきたいですか。正直な考えを聞かせて下さい。」という質問に対して、
全32名のうち、地元での就職を肯定的に捉えている学生は14名だった。地元以外（首都圏
を含む）で働きたいと希望している学生は10名。仕事が無いなどの理由で地元就職を望め
ないと答えた学生は３名。わからないと答えた学生は３名。その他の回答を書いた学生が
２名であった。栃木県内の学生25名についてみると、地元での就職を肯定的に捉えている
学生は10名だった。地元以外（首都圏を含む）で働きたいと希望している学生は９名。仕
事が無いなどの理由で地元就職を望めないと答えた学生は２名。わからないと答えた学生
は２名であった。県外の学生７名では、地元での就職を肯定的に捉えている学生は４名だっ
た。地元以外（首都圏を含む）で働きたいと希望している学生は１名。仕事が無いなどの
理由で地元就職を望めないと答えた学生は１名。わからないと答えた学生は１名だった。
２）アンケート調査から見えて来るキャリア意識
　前節に示した5問のアンケートからうかがい知る事のできる「とちぎ学　総論」受講学
生のキャリア意識についてまとめると、以下のようになる。
　地元で働きたいという意識について、県内から通っている学生は地元就職に対して否定
的な考え方をしている学生が半数近くにのぼった。一方、県外から通っている学生はほと
んどが地元就職を希望していた。県内から通っている学生と県外からの学生で大きな差が
出ている。あるいは、県外からの学生は、自分たちの地域（地元）を客観的に見る事を
経験して、その魅力に気づいているのかも知れない。一方で、県内から通っている学生は、
まだ自分の地域（地元）の良さを実感する経験が乏しいのかもしれない。
　将来、地元で暮らしているか否かについては、学生のほぼ半数は必ずしも将来地元で暮
らし続けているとは考えていない事がわかる。企業に就職すれば転勤があるし、地元での
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働き口が今後減って行く事も予想されるため、学生たちにとって、未来の地元はそれほど
活力に満ちたものでは無いのかもしれない。
　地場産業や伝統工芸といった仕事に、学生たちは全くといって良いほど興味を示さな
かった。これらの産業においては、後継者難が深刻な課題として存在している。地場産業
や伝統工芸の従事者たちが後継者を求めているが、それらの世界に身を投じて行こうとい
う学生は、極めて少数であった。
　就職への意識については、調査対象の大多数が１年生という事で、就職への意識につい
て、特に県内から来ている学生については未定という学生が少なくなかった。漠然とした
進路意識の学生もいた。
　地元就職については、特に県内から通っている学生の中に良い印象を持たない学生が多
かった。
　「とちぎ学　総論」の受講学生たちは、このような職業意識・キャリア意識・地元に対
しての意識を持って生活をしているという事である。
３）今後のアンケート調査の課題と方向性
　「とちぎ学　総論」の受講者を対象として地域（地元）に関する意識と、それに連動し
たキャリア意識についてアンケートによる調査を行った。結果として「とちぎ学　総論」
の受講生の職業意識・キャリア意識・地元に対しての意識を大づかみする事ができた。こ
の結果は、今後の残された「とちぎ学　総論」の授業に生かして行きたいと思う。同時に、
今回のアンケート調査に改善を加えて、全学的なアンケート調査ができるようにして行き
たいと考えている。今回は、地場産業を手工業的なイメージで捉えて回答を求めたが、今
後は地場産業（地域の産業）をさらに広義に捉えて「農林業」「旅館業」「商店」等を含め
た「地元の仕事」として質問できるように改善を加えて行きたい。それにより、学生の地
元就職に対する意識をより正確に理解できるようになるはずである。
４　おわりに
　21世紀の地方大学は、地方（地元）の活力となる人材の育成・輩出に使命感を持たねば
ならないと、私は考えている。それが実現した時に地方大学は地域（地元）の人々に支持
されるのである。そういった意味で、「とちぎ学　総論」が担う部分は重要だと感じている。
　『「栃木県について学ぶことで、栃木県への愛着を深める。同時に、栃木県の魅力を県内
外の人に伝えることができる人間に成長する。』『「とちぎ学」の学習成果（知識）を自ら
のコミュニケーションツールとして生活や仕事に活かせる人間に成長する。』という「と
ちぎ学　総論」の２つの「ねらい」が、本学のような地方大学に進学者した学生のキャリ
ア形成の一助となるよう、単に研究を深めるだけではなく、「とちぎ学　総論」の教授方
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法についても深めて行く必要があると、私は考えている。
【註記】
（註１）　県内学生については、宇都宮市７名　小山市１名　栃木市１名　下野市１名　さくら市３
名　真岡市１名　那須塩原市１名　野木町２名　都賀町１名　壬生町２名　益子町１名　
市貝町１名　塩谷町２名　那須町１名　である。
	 県外学生については　茨城県５名　福島県２名　である。
（付）アンケート調査データ一覧
　３「とちぎ学　総論」受講生のキャリア意識（５）において用いたアンケートの回答を
①～⑤について、アンケート対象者の記述をそのまま示した。
整理番号 各設問の回答（①～⑤）
１
①働きたい　　②思わない　③思わない　④不動産関係
⑤小美玉市ではたらければ一番いいですが茨城県で働ければいなと思います。
２
①はい　②はい　③いいえ　④営業マン
⑤働きたいです。地元には大切な友達がたくさんいるので　一生　友達と近くにいた
いからです。
３
①思います　②思います　③思いません　④考え中です。
⑤地元で働きたいです。　友達と仲良くあそんでいたいです。
４
①半分は思っていてもでも現実にやってみないとわからない　②わからない　③いいえ
④カウンセラー　⑤私はよその土地で働きたいと思いました。
５
①思わない　②思わない　③思わない　④スポーツ関係
⑤よその土地で働きたい
６
①思いません　②思いません　③思いません　④サービス業
⑤よその土地で働きたいです。
７
①考え中ですが、たぶんないと思う。　②思わない。　③思わない〈ママ〉　④考え中です。
⑤県外の土地へいて働こうかなと考えています。（埼玉県か東京か？）
８
①いいえ　②いいえ　③いいえ　④まだありません
⑤よそのちいきのがたのしそう。活気がある。
９
①働きたいと思う。　②働いている気がする。　③思わない〈ママ〉
④接客業ではないけれど何らかの形で人と関わる仕事。
⑤地元でなお且つ実家から通える範囲で働けたら良いとは思うけど場所によっては1人
で暮らすのも良いかと思う。
10
①うん　②うん　③ううん　④うーん
⑤地元
11
①最終的には地元で働きたい　②地元で働いていると思う　③それはわからないです
④スポーツに携わる仕事　⑤場所じゃなくて仕事で選びたいから、どこでもいい。
12
①働きたい　②働いていると思う　③いいえ　④教職関係
⑤自分は地元で働くつもりでいます。方〈ママ〉の人がよそに行くかはその人自身の問題
でその人がめたことであれば否定するつもりはないので、自分達が決めたことを信
じて進んで未来を作れば良いと思います。
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13
①働きたい　②働いていると思う　③思わない　④公務員か本屋の店員
⑤正直他の土地に行ってしまうと慣れるまでが大変なので地元で働きたいと思う。
14
①はい　②はい　③はい　④公務員
⑤あまり習慣などで苦労しないから地元ではたらきたい。あとなにかあった時によく
知っている所の方が安心する。
15
①思う　②思う　③思わない　④公務員
⑤他の土地で働きたい。栃木県は賃金が安いから働いても少ない給料だから、〈ママ〉
16
①はい　②はい　③いいえ　④市役所
⑤地元で働き、那須をもっと良い町にしたい。
17
①思う　②思う　③いいえ　④スポーツ関係
⑤地元で働くことは、地元のことをよくしっているのでいいと思います。
18
①思います。　②思いません。　③小さい頃憧れたことがあります。
④少年院や児童相談所で働くカウンセラー
⑤なるべくなら地元の方が良いと考えています。知り合いやなじみのお店もあるし安
心感があるから。地元が好きなので。
19
①できれば地元で働きたい　②あまり考えられない
③名物を見ることは好きだが、作りたいとは思わない　④未定
⑤できることなら地元がいいが、働く職場がないため不可能
20
①思わない〈ママ〉　②思わない〈ママ〉　③思わない。　④今のところ特になし。
⑤地元ではたらきたくない。指定廃棄物の最終処分場候補地に挙がったくらいの町だ
からできるだけ離れたい。
21
①思いません　②おもいません　③思いません　④スポーツ店の店員
⑤都会で働きたい
22
①今のところ、地元で働こうと考えていません。私は栃木県か埼玉県の東京寄りの地域、
東京都で働きたいと考えています。
②まだわからないです。もしかしたら、よその土地で働いている可能性もあると考え
ています。
③伝統の名産品を自らの手でつくってみたいので、就こうか悩んでいます。市役所に
就職して地域に貢献したい〈ママ〉
⑤慣れた地域で仕事をしたいと考えるとやはり地元で働くという選択肢もありますが、
新しい土地で新たな発見を見つけたいと考えるとよその土地で働くのもアリなん
じゃないかと私は思います。
23
①思う　②思う　③思わない　④公務員
⑤地元で働きたい。地元はとても良い所だから〈ママ〉
24
①はい　②わからない　③思わない　④決まってない
⑤地元で働きたいです。
25
①はい　②その時の気分しだい　③いいえ　④今は未定
⑤地元ではたらきたい
26
①思わない　②わからない　③思わない　④決めてない
⑤土地が高い
27
①思わないです。　②思わないです。　③思わないです。　④車の仕事
⑤地元で働くのもいいですけど働く場所が少ないので、地元では働かなのです〈ママ〉
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28
①思う　ちょっと　②思わない　③思わない　④仕事につければなんでもよい
⑤地元のが楽だと思うから。
29
①思わない　②思わない　③思わない　④作家
⑤作□なので、一週間のうち、地元に二回ぐらいしか帰ってこないので　どちらとも
言えません。
30
①いいえ　東京で働きたいです。　②安定の職につきたい。家族と幸せにくらしたい
③それはおもわない　④EXILE
⑤それは人それぞれ違うだろうし、地元愛があるならば地元で働けば良い。
31
①いいえ　②いいえ　③いいえ　④スポーツに関わる仕事
⑤地元ではなく、よその地域で働いてもっと色々なことを知りたい。
32
①いいえ　②いいえ　③いいえ　④決まってない
⑤舎田〈ママ〉なので都会で働きたいです。
＊作新学院大学女子短期大学部　教授
